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　1970年代末にNICs（新興工業化諸国）の出現が認
識されてから，発展途上諸国のなかで，工業化過程で
←定の成果をあげた国々が研究の対象として注目をあ
びることとなった。発展途上諸国の経済構造やその状
況にも様々な相異った特徴が，この時期以降，顕著に
みられるようになった。
　第三世界において，このように様々な形態をもって
発展途上諸国経済が実現している時代になっている。
こうした状況のなかで，我々は，開発戦略の様々のパ
ターソを成功例，失敗例に2分して比較し，論じる傾
向に遭遇している。このような比較論に対して納得で
きないものを感じてしまう。
　成功とか失敗といった結論，，ないしは特徴づけは，
論理的思考や理論的分析に対する障害にこそなれ，社
会科学の発展に対して何ら寄与するところはないと言
えるように思う。比較の方法論に対して，重要な点
は，発展途上国の経済・社会の発展に関する一般理論
の構築にむけての作業の一部を構成するものとして役
立つものであることが重要視されている。
　開発経済学と呼ばれている経済学の分野がある。発
展途上諸国の社会・経済においての経済成長論の当・
否を問うものであったが，発展途上諸国の課題を，経
済成長に罎少化してしまう傾向が強かったように思わ
れる。この分野の経済学体系も，開発戦略の比較とい
った作業を通じて，より豊富なものとなっていくであ
ろう。
　こうした視点にたって，どのような比較，どのよう
な比較論が求められているであろうか。ひとつの課題
として，国家と市場といった視点を提起したいと思
う。発展途上諸国の国家については，その性格（階級
的，民族的，宗教的）や機能及び制度などにかかわっ
て，従来も様々な特徴づけがおこなわれている。この
ような研究を基礎にして，工業化過程と関連づけてい
くつかのモデルを比較することができるし，その際，
注目しなければならない論点として，市場の働きがあ
るという指摘が多くみられるようになっている。
　とくに東アジアにおいて，いわゆるアジアNICsと
呼ぼれる国々が出現するにいたって，市場の働きと国
家の役割の結びつきについて，きわめて高い評価が与
えられるようになった。これら諸国を成功例のモデル
として一般化し，発展途上諸国の開発戦略の諸類型に
対する評価がなされようとしている。こうした議論に
は，様々の問題点があり，早急な結論を導きだすべき
ではないと考える。この研究では，まだその一端を提
示し，報告するにとどまるが，今後の研究にひきつぎ
たいと思う。
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